
浅
田
二
郎
の
一
般
質
問
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

高
橋
美
博
の
一
般
質
問
か
ら 

浜
岡
原
発
の
永
久
停
止
を 

問 

市
長
は
，
原
発
に
関
連
し
「
再

稼
動
は
基
本
的
に
認
め
ら
れ
な

い
」「
原
発
ゼ
ロ
で
こ
の
夏
を
乗

り
切
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
全
部
止

め
た
ま
ま
と
い
う
選
択
肢
も
あ

り
え
る
」
と
発
言
し
、
後
援
会

の
パ
ン
フ
に
「
浜
岡
原
発
の
再

稼
動
は
認
め
な
い
」
と
明
記
し

た
が
、
そ
の
意
味
す
る
も
の
は
。 

答 

福
島
原
発
の
事
故
原
因
の
究

明
が
不
十
分
な
こ
と
、
直
下
の

活
断
層
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
大
津
波
が
防
潮
堤
を
超
え

た
場
合
の
危
険
性
な
ど
か
ら
再

稼
働
を
到
底
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
の
認
識
で
あ
る
。 

問 

市
民
か
ら
３
７
１
６
名
の
署

名
を
添
え
て
「
浜
岡
原
発
の
永

久
停
止
を
求
め

る
」
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
。
対

応
は
ど
う
か
。 

答 

永
久
停
止
を

し
て
も
使
用
済
み
燃
料
棒
が
存

在
し
続
け
原
子
力
災
害
の
危
険

性
が
全
て
解
消
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
今
後
も
議
会
や
市
民

と
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
だ
。 

ど
う
す
る
地
域
医
療
連
携 

問 

現
在
の
袋
井
市
と
掛
川
市
の

両
病
院
を
利
用
す
る
患
者
の
自

治
体
別
割
合
は
ど
う
か
。 

答 

平
成
２３
年
度
の
袋
井
市
民
病

院
の
外
来
患
者
の
内
訳
は
袋
井

市
民

７１

・
８
％
、
掛
川
市
民

１２
・
６
％
、
森
町
民
が
７．５
％
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
掛
川
市
立

病
院
は
掛
川
市
民
が
７４
・
６
％
、

菊
川
市
民
が
１０
・
２
％
、
袋
井

市
民
が
５．３
％
と
な
っ
て
い
る
。 

問 

磐
田
市
立
病
院

へ
の
袋
井
市
民
の

利
用
実
績
と
今
後

の
予
測
は
ど
う
か
。 

答 

外
来
の

１５

・

５
％
、
入
院
の
１７
・
１
％
が
袋

井
市
民
の
患
者
で
あ
る
。
今
後

は
、
お
の
ず
と
中
東
遠
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
へ
の
受
診
が
増
加

し
て
い
く
と
判
断
し
て
い
る
。 

問 

外
来
診
療
・
救
急
搬
送
先
と

し
て
磐
田
市
立
病
院
を
自
由
に

選
択
で
き
る
か
。 

答 

外
来
診
療
は
基
本
的
に
本
人

の
意
思
で
決
め
る
こ
と
と
な
る
。

救
急
搬
送
先
は
患
者
の
実
態
に

合
わ
せ
受
入
可
能
な
病
院
に
搬

送
し
て
い
る
。 

問 

聖
隷
袋
井
市
民
病
院
が
開
設

す
る
療
養
病
床
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
の
需
給

予
測
は
ど
う
か
。 

答 

構
想
策
定
時
の
調
査
で
は
、

療
養
病
床
で
１
２
２
人
が
市
外

に
入
院
し
て
い
る
な
ど
、
十
分

需
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。 

成
年
後
見
人
の
育
成
に
本
腰
を 

問 

昨
年
９
月
議
会
で
の
質
問
後
、

ど
う
取
組
ん
だ
か
。 

答 

昨
年
１１
月
担
当
職
員
と
社
協

職
員
で
「
知
多
地
域
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
」
の
取
組
み
の
視
察

研
修
を
行
っ
た
。
ま
た
今
年
１

月
に
市
民
や
民
生
委
員
を
対
象

に
研
修
会
を
２
回
開
催
し
た
。 

問 

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

答 

後
見
人
の
受
け
皿
と
し
て
継

続
性
や
複
数
人
の
監
視
が
で
き

る
社
協
な
ど
の
法
人
貢
献
が
適

当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
助
成
を 

問 

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
は
高
く
、
県
内
で
も

２１
の
自
治
体
で
公
費
助
成
を
行

っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
検
討

を
し
て
き
た
の
か
。 

答 

９
月
か
ら
菊
川
市
が
新
た
に

公
費
助
成
を
す
る
。
各
市
町
の

対
象
年
齢
や
助
成
額
は
様
々
で

あ
る
が
、
予
防
効
果
も
高
く
、

１
回
接
種
す
る
と
効
果
は
５
年

持
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

問 
本
市
も
公
費
助
成
に
踏
み
出

す
考
え
は
な
い
か
。 

答 

本
市
も
公
費
助

成
実
施
を
検
討
し

て
い
る
。 

市
税
延
滞
金
は
重
す
ぎ
る 

問 

滞
納
繰
入
金
の
な
か
で
延
滞

金
が
占
め
る
割
合
は
ど
う
か
。 

答 

平
成
２３
年
度
市
税
滞
納
額
の

１
億
３
３
８
１
万
円
に
対
し
延

滞
金
は
１
２
０
０
万
円
で
８．２
％

を
占
め
て
い
る
。 

問 

八
王
子
市
な
ど
で
は
延
滞
金

減
免
要
綱
を
設
け
て
い
る
。
本

市
に
も
規
定
が
あ
る
か
。 

答 

２１
年
度
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
、
共
有
化
を
図
り
、
正
確
性

を
期
し
て
い
る
。
滞
納
者
に
も

生
活
実
態
等
を
聞
き
、
親
切
・

丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。 

風
見
の
森
公
園
整
備
の
目
的
は 

問 
 

風
見
の
森
公
園
は
、
サ
ン
サ

ー
ラ
い
ご
お
か
の
県
道
磐
田
掛

川
線
南
側
約
３
万
㎡
に
、
木
々

を
切
り
倒
し
急
勾
配
の
階
段
を

中
心
と
す
る
散
策
ル
ー
ト
５
つ
、

健
康
遊
具
５
つ
を
有
す
る
公
園

で
、
約
２
億
９
千
万
円
の
費
用

で
昨
年
度
完
成
し
た
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
の
よ
う
で
利
用
者

が
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
公
園

の
設
置
目
的
・
コ
ン
セ
プ
ト
は

ど
う
い
う
も
の
か
。 

答 

「
自
然
の
山
の
地
形
を
生
か

し
、
楽
し
み
な
が
ら
心
と
体
の

健
康
を
増
進
さ
せ
る
空
間
」
と

し
て
風
見
の
丘

と
一
体
利
用
を

考
慮
し
て
整
備

し
た
。 

公
園
整
備
費
用
負
担
は
適
切
か 

問 

風
見
の
森
公
園
整
備
は
、
ご

み
処
理
施
設
と
の
関
連
事
業
で

あ
る
が
、
事
業
主
体
は
袋
井
市

で
あ
る
。
森
町
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
の
か
。 

答 

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
対
象
事

業
で
行
う
こ
と
な
ど
負
担
軽
減

の
た
め
、
森
町
に
も
承
諾
い
た

だ
き
、
袋
井
市
が
事
業
主
体
と

し
て
行
っ
た
。 

問 

合
併
特
例
債
の
元
利
返
済
の

７
割
は
地
方
交
付
税
措
置
が
あ

り
、
実
質
負
担
が
袋
井
市
２１
％
、

森
町
７９
％
と
な
る
。
共
同
し
て

事
業
を
進
め
て
い
る
の
に
、
信

義
に
反
す
る
と
思
わ
な
い
か
。 

答 

森
町
も
「
行
政
組
合
」
が
事

業
主
体
と
し
て
実
施
す
る
よ
り

も
負
担
は
軽
減
と
な
る
。
合
併

特
例
債
の
こ
と
も
承
知
で
合
意

し
て
い
る
。 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を 

問 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
実
施

自
治
体
が
、
５
３
３
自
治
体
（
全

自
治
体
の
約
３
分
の
１
）
と
急

増
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
化
し
て
い
る
。
地
元
業
者

へ
の
発
注
を
原
則
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
経
済
活
性
化

に
も
結
び
つ
き
、
地
域
振
興
券

等
よ
り
も
経
済
効
果
が
大
き
い

と
思
う
が
。 

 

答 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
単
価
も

大
き
く
経
済
的
効
果
も
大
き
い

と
思
わ
れ
る
が
、
よ
り
多
く
の

方
が
、
よ
り
多
く
の
店
が
対
象

と
な
る
と
い
う
点
で
は
地
域
振

興
券
等
が
適
し
て
い
る
。 

問 

県
は
、「
リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
の

拡
大
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
」
と
し
て
、
高
齢
者

型
と
県
産
材
型
に
わ
け
、
大
幅

に
利
用
し
や
す
い
も
の
に
改
善

し
た
。
そ
の
利
用
状
況
は
。 

答 

８
月
末
現
在
、
高
齢
者
型
９

４
９
件
、
県
産
材
型
１
８
８
件

の
申
し
込
み
で
、
本

市
の
方
は
、
１３
件
と

４２
件
で
あ
る
。 

国
保
税
の
引
き
下
げ
は
十
分
可
能 

問 

国
保
税
の
負
担
は
重
く
、
払

い
た
く
て
も
払
え
な
い
状
況
。

滞
納
状
況
と
要
因
は
。 

答 

滞
納
状
況
は
、
約
３
３
０
０

世
帯
、
約
８
億
６
４
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
要
因
と
し
て

は
、
所
得
割
が
前
年
所
得
に
対

し
課
税
さ
れ
る
た
め
離
職
等
に

よ
り
所
得
が
減
少
し
た
場
合
負

担
が
大
き
く
な
る
こ
と
、
国
保

制
度
の
理
解
や

納
税
に
対
す
る

意
識
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

問 

平
成
２３
年
度
国
保
会
計
は
大

き
な
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
９
月
補
正
で
国
保
の
基
金
は

５
億
３
０
０
０
万
円
余
と
な
る

こ
と
（
平
成
１９
年
度
末
は
わ
ず

か
４６
万
円
余
で
あ
っ
た
）
な
ど

か
ら
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

求
め
る
が
。 

答 

本
市
で
は
、
法
定
外
の
一
般

会
計
繰
入
を
実
施
し
被
保
険
者

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

剰
余
金
も
繰
入
の
結
果
で
あ
り
、

直
ち
に
引
き
下
げ
に
つ
な
が
る

も
の
で
は
な
い
。 

「資
産
割
」の
縮
小
・廃
止
の
検
討
を 

問 

「
資
産
割
」
の
評
価
に
、
加

入
者
の
資
産
全
体
が
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
、
固
定
資
産
税
の

二
重
取
り
的
要
素
が
高
い
こ
と

な
ど
問
題
点
が
あ
る
。
縮
小
・

廃
止
を
検
討
す
べ
き
で
は
。 

答 

本
市
の
資
産
割
は
３８
・
６
％

で
あ
り
、
決
し
て
県
内
で
も
高

い
方
で
は
な
い
。
資
産
割
の
課

税
に
つ
い
て
は
、
国
保
の
広
域

化
の
な
か
で
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
現
段
階
で
廃

止
・
縮
小
は
考
え
て
い
な
い
。 


